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指
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指
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道
石
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鮎
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線
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分
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４
号
事
件
公
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送
達�

　
　

六

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
五
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

登
米
市
立
米
谷
病
院

登
米
市
東
和
町
米
谷
字
元
町
二

百
番
地

令
和
二
年
八
月
九
日

令
和
五
年
八
月
八
日

栗
原
市
立
栗
原
中
央
病

院

栗
原
市
築
館
宮
野
中
央
三
丁
目

一
番
地
一

令
和
二
年
八
月
九
日

令
和
五
年
八
月
八
日

蔵
王
町
国
民
健
康
保
険

蔵
王
病
院

蔵
王
町
大
字
円
田
字
和
田
百
三

十
番
地

令
和
二
年
八
月
九
日

令
和
五
年
八
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
六
号

　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
児
通
所

支
援
の
種
類　
　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
五
二
二
二
〇
〇
八
〇

南
桜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

柴
田
郡
大
河
原
町
字
南

桜
町
四
番
地
二

放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス

有
限
会
社
ケ
イ

令
和
二
年
八
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
七
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
一
五
〇
〇
九
〇
三

し
あ
わ
せ
カ
フ
ェ

大
崎
市
古
川
福
浦
字
道

ノ
上
九
七
番
地
一

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

社
会
福
祉
法
人

優
愛
会

令
和
二
年
八
月

一
日

〇
四
一
二
二
一
〇
二
九
六

南
桜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

柴
田
郡
大
河
原
町
字
南

桜
町
四
番
地
二

生
活
介
護

有
限
会
社
ケ
イ

令
和
二
年
八
月

一
日

〇
四
一
三
六
〇
〇
〇
八
一

ケ
ア
ホ
ー
ム
め
ぐ
み
自

立
生
活
援
助
事
業
所

気
仙
沼
市
本
吉
町
猪
の

鼻
一
八
二
番
地
四

自
立
生
活
援
助

特
定
非
営
利
活

動
法
人
泉
里
会

令
和
二
年
八
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
八
号

　

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

認
可
年
月
日

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
五
十
九
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

多
田
川
左
岸

区
画
整
理
事
業
（
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

（
農
地
整
備
事
業
））

令
和
二
年
五
月
二
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
を
次
の
と

お
り
免
許
し
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

免
許
年
月
日

　
　

令
和
二
年
八
月
五
日

二　

免
許
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

女
川
町

三　

埋
立
区
域
及
び
埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　

１　

埋
立
区
域　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

㈠　

位　

置

　
　
　
　

第
一
種
指
ヶ
浜
漁
港
区
域
内

　
　
　

�　

牡
鹿
郡
女
川
町
指
ヶ
浜
字
大
畑
一－

二
、
一－

一
〇
、
一－

一
三
、
一－

一
四
、
一－

一
五
、
二
及
び
三－

一
地
先
並
び
に
大
畑
六
七－

一
、
六
七－

二
及
び
道
下
七
一
に
隣
接
し
た
公
有
水
面

　
　

㈡　

区　

域

　
　
　

�　

次
の
各
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
イ
の
地
点
と
ワ
の
地
点
を
結
ぶ
昭
和
四
十
二
年
の
春
分
の
満
潮
位

（
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　
　

イ
の
地
点�　

牡
鹿
郡
女
川
町
指
ヶ
浜
字
道
下
七
一
地
内
に
設
置
し
た
三
級
基
準
点
（
北
緯
三
八
度
二
八
分
一

四
・
六
〇
五
七
秒
、
東
経
一
四
一
度
二
九
分
五
・
二
三
七
四
秒
）
か
ら
五
三
度
二
六
分
二
九
秒
、

二
六
・
七
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ロ
の
地
点　

イ
の
地
点
か
ら　

三
二
九
度
四
九
分
一
七
秒　
　

九
・
一
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ハ
の
地
点　

ロ
の
地
点
か
ら　
　

二
〇
度
〇
〇
分
四
七
秒　

一
九
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ニ
の
地
点　

ハ
の
地
点
か
ら　

二
九
〇
度
二
八
分
三
八
秒　

四
三
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ホ
の
地
点　

ニ
の
地
点
か
ら　
　

一
九
度
〇
八
分
一
四
秒　
　

四
・
九
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ヘ
の
地
点　

ホ
の
地
点
か
ら　
　

一
九
度
〇
八
分
一
四
秒　
　

五
・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ト
の
地
点　

ヘ
の
地
点
か
ら　

一
〇
八
度
一
〇
分
二
五
秒　
　

五
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

チ
の
地
点　

ト
の
地
点
か
ら　

一
一
五
度
二
六
分
四
二
秒　

三
五
・
三
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

リ
の
地
点　

チ
の
地
点
か
ら　

一
一
六
度
二
四
分
一
五
秒　

一
〇
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ヌ
の
地
点　

リ
の
地
点
か
ら　

二
〇
〇
度
一
二
分
三
〇
秒　
　

一
・
五
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ル
の
地
点　

ヌ
の
地
点
か
ら　

一
九
九
度
三
七
分
四
三
秒　

一
一
・
八
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ヲ
の
地
点　

ル
の
地
点
か
ら　

一
二
六
度
二
一
分
五
九
秒　
　

九
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

ワ
の
地
点　

ヲ
の
地
点
か
ら　

一
二
六
度
二
二
分
二
七
秒　
　

三
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

㈢　

面　

積



（3）　令和２年８月11日　火曜日 第128号宮　　城　　県　　公　　報
　
　
　
　

七
二
六
・
七
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
埋
立
区
域
）

　

２　

埋
立
て
に
関
す
る
工
事
の
施
行
区
域

　
　

㈠　

位　

置

　
　
　
　

第
一
種
指
ヶ
浜
漁
港
区
域
内

　
　
　

�　

牡
鹿
郡
女
川
町
指
ヶ
浜
字
大
畑
二
、
六
七－

一
、
六
七－

二
及
び
道
下
七
一
地
内
並
び
に
大
畑
一－

二
、
一

－

一
〇
、
一－
一
三
、
一－

一
四
、
一－

一
五
、
三－

一
及
び
道
下
七
〇
地
先
公
有
水
面

　
　

㈡　

区　

域

　
　
　

�　

次
の
各
地
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び
Ａ
の
地
点
と
Ｆ
の
地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　
　

Ａ
の
地
点�　

牡
鹿
郡
女
川
町
指
ヶ
浜
字
道
下
七
一
地
内
に
設
置
し
た
三
級
基
準
点
（
北
緯
三
八
度
二
八
分
一

四
・
六
〇
五
七
秒
、
東
経
一
四
一
度
二
九
分
五
・
二
三
七
四
秒
）
か
ら
一
〇
六
度
一
三
分
二
七
秒
、

九
・
五
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

Ｂ
の
地
点　

Ａ
の
地
点
か
ら　

三
二
九
度
四
九
分
一
七
秒　

二
六
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点　

　
　
　
　

Ｃ
の
地
点　

Ｂ
の
地
点
か
ら　

二
九
〇
度
二
八
分
三
八
秒　

二
九
・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

Ｄ
の
地
点　

Ｃ
の
地
点
か
ら　
　

一
九
度
〇
八
分
一
四
秒　

四
五
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

Ｅ
の
地
点　

Ｄ
の
地
点
か
ら　

一
一
五
度
四
四
分
〇
一
秒　

六
九
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
　

Ｆ
の
地
点　

Ｅ
の
地
点
か
ら　

一
九
三
度
四
一
分
一
九
秒　

三
〇
・
六
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　

㈢　

面　

積

　
　
　
　

二
、
五
〇
一
・
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
（
施
行
区
域
）

四　

埋
立
地
の
用
途

　
　

漁
港
施
設
用
地

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　

�　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ヶ
森
九
・
三
四
の
一
・
三
六
・
四
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
整
備
課
）
及
び
名
取
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ヶ
森
三
四
の
二
（
国
有
林
）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

ダ
ム
用
地
と
す
る
た
め

二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

名
取
市
愛
島
笠
島
字
鈴
ヶ
森
九
・
三
四
の
一
・
三
六
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

ダ
ム
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
整
備
課
）
及
び
名
取
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
八
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号
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三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

牡
鹿
郡
女
川
町
御
前
浜
御
前
無
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
御
前
浜
御
前
無
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

八
・
五

�

二
二
七
・
七
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

後
Ａ
　

八
・
五

�

二
二
七
・
七

　

Ｂ
　

九
・
〇
～

�

一
一
・
〇

�

一
九
九
・
三

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
八
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
鮎
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
荻
浜
字
小
浜
山
三
番
地
先
か
ら

同
市
小
積
浜
字
横
ス
カ
二
五
番
二
地
先
ま
で

前
Ａ

一
二
・
〇
～

�

四
九
・
〇

�

二
六
八
・
四
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

後
Ａ

一
二
・
〇
～

�

四
九
・
〇

�

二
六
八
・
四

　

Ｂ

一
一
・
〇
～

�

一
八
・
〇

�

二
四
四
・
九

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
八
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土
木

事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

古
川
一
迫
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

栗
原
市
一
迫
柳
目
字
井
戸
沢
無
番
地
先
か
ら

同
市
一
迫
柳
目
字
井
戸
沢
無
番
地
先
ま
で

前

　

九
・
〇
～

�

一
六
・
七

�

一
二
〇
・
四

後

一
二
・
五
～

�

二
五
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
八
月
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
荻
浜
字
小
浜
山
三
番
地
先
か
ら

同
市
小
積
浜
字
横
ス
カ
二
五
番
二
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

八
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
六
十
七
号

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
す
る
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

区
域
の
名
称

土
砂
災
害

の
発
生
原

因
と
な
る

自
然
現
象

の
種
類

区　

域　

の　

所　

在　

地

縦　

覧　

場　

所

弥
治
郎－

北

地
滑
り

白
石
市
福
岡
八
宮
字
弥
治
郎
北
、
樋
ノ
塚

（
次
の
図
の
と
お
り
）

宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び

宮
城
県
大
河
原
土
木
事
務
所�
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沼

地
滑
り

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
沼
一番
、
沼
二
番
、
長
峯

（
次
の
図
の
と
お
り
）

赤
坂

地
滑
り

白
石
市
小
原
字
西
川
久
保
、
西
、
沢
畑
、
赤

坂
、
小
日
向
南
、
三
本
木
、
沓
掛
、
斎
沢
前

森
、
斎
沢
、
柿
ノ
上
、
沼
田
、
沼
田
入
、
萩

立
、
坂
上
（
次
の
図
の
と
お
り
）

冷
清
水

地
滑
り

白
石
市
小
原
字
冷
清
水（
次
の
図
の
と
お
り
）

赤
井
畑

地
滑
り

白
石
市
小
原
字
赤
井
畑（
次
の
図
の
と
お
り
）

神
楽
石
沢

地
滑
り

白
石
市
福
岡
蔵
本
字
亀
ヶ
坂
（
次
の
図
の
と

お
り
）

東
谷
地
山

地
滑
り

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
東
谷
地
山
、
柏
木
山

（
次
の
図
の
と
お
り
）

上
の
平
山

地
滑
り

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
上
の
平
山
、
上
の
平
、

柏
木
山
（
次
の
図
の
と
お
り
）

柏
木
山

地
滑
り

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
柏
木
山
、
萩
崎
（
次
の

図
の
と
お
り
）

曲
竹

地
滑
り

刈
田
郡
蔵
王
町
曲
竹
字
入
畑
沢
、
畑
沢
山
、

淡
島
山
、
淡
島
、
欠
山
、
上
欠
山
、
祢
宜
ノ

沢
山
、
舘
山
、
祢
宜
ノ
沢
、
足
ノ
又
山
（
次

の
図
の
と
お
り
）

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
は
、
当
該
区
域
の
縦
覧
場
所
の
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
軽
症
者
等
受

入
環
境
整
備
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

保
健
福
祉
部
医
療
人
材
対
策
室　

仙
台
市
青
葉

区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
六
月
十
九
日

四�　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

一
般
社
団
法
人
日
本
旅
行
業
協
会
東
北
支
部　

仙
台

市
青
葉
区
本
町
二
丁
目
九
番
八
号

五　

契
約
金
額　

八
千
八
百
八
十
八
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
該
当

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
高
舘
吉
田
字
東
中
在
家
八
番

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
太
白
区
長
町
南
一
丁
目
五
番
五
十
一
号
二
号
室

�

田
母
神　

成
之　
　
　
　
　
　
　

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
17号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
32第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
２
年
８
月
11日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
本
　
　
木
　
　
忠
　
　
一
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
太
　
　
田
　
　
稔
　
　
郞
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
石
　
　
森
　
　
建
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

１
　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
伊
　
藤
　
洸
　
矢
　
　
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
銀
杏
町
24番
21号
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
銀
杏
303

　
　
大
　
木
　
彩
　
乃
　
　
千
葉
県
柏
市
柏
１
丁
目
７
番
１
－
2108号

　
　
西
　
野
　
健
　
太
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
通
町
２
丁
目
15番
18－
802号

　
　
池
　
田
　
美
帆
子
　
　
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
長
町
６
丁
目
13番
８
－
505号

　
　
髙
　
橋
　
知
　
美
　
　
宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
東
仙
台
２
丁
目
５
番
10号
　
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
東
仙
台
202

２
　
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

　
　
令
和
２
年
８
月
11日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31日
ま
で
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収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
26号

　
宮
城
県
起
業
の
県
道
石
巻
鮎
川
線
改
築
工
事
（
給
分
浜
道
路
・
宮
城
県
石
巻
市
大
原
浜
京
地
地
内
か
ら
同
市
給
分
浜

羽
黒
下
地
内
ま
で
の
う
ち
石
巻
市
大
原
浜
一
の
峠
地
内
）
に
係
る
土
地
収
用
事
件
（
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
４
号
事

件
）
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
46条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
審
理
を

開
始
す
る
。

　
　
令
和
２
年
８
月
11日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
２
年
10月
23日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

２
　
場
所
　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号
　
宮
城
県
　
行
政
庁
舎
９
階
　
第
一
会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
27号

　
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
４
号
事
件
に
つ
い
て
，
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年

法
律
第
219号

）
第
46条

第
２
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
べ
き
次
の
書
類
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
保
管
し
て
あ
る
の
で
，
来
局
の
上
そ
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
２
年
８
月
11日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
通
知
す
べ
き
書
類

　
令
和
２
年
８
月
４
日
付
け
宮
収
第
40号
　
審
理
の
開
催
に
つ
い
て
の
通
知

２
　
通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　
佐
々
木
　
徳
藏
　
住
所
及
び
常
居
所
不
明
　
た
だ
し
，
判
明
し
た
最
終
の
本
籍
地

　
　
北
海
道
國
後
郡
泊
村
大
字
東
沸
村
字
東
沸
79番
地

　
　
な
お
，
登
記
記
録
上
の
住
所
　
宮
城
県
牡
鹿
郡
牡
鹿
町
大
字
大
原
浜
字
町
５
番
地
の
２


